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聖徳太子ゆかりの当寺に現
存する最古の建物が、永禄8
（1565）年に建てられた三
重塔。1層と3層の四隅には
意匠の異なる彫刻が施され
ており、その一つが三日月に
手を伸ばす猿です。一昨年、SNSで
紹介したところ反響を呼びましたが、実は誰

が何の目的で彫ったの
かは分かりません。仏教には「無謀な行為が大失敗を
招く」例えとして、猿の群れが井戸に映る月を取ろう
と大挙して木の枝にぶら下がった途端、枝が折れて
底に落ちたという話があります。おそらくこれが由来
で、参拝者を戒めるために彫ったのでしょう。猿が
どこにいるかは、お越しになってからの楽しみに。2月
は太子の命日の22日㊋と翌23日㊌㊗に会式を開催
する予定です。（副住職 前岡靖文さん）

三重塔をよく見ると三日月に
手を伸ばす猿の彫刻が
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出荷は2月いっぱい
（売り切れ次第終了）。
インターネットでも販売。

斑鳩寺
　太子町鵤709 　079（276）0022 　079（276）3433
　9時～17時 　無料。宝物館と聖徳殿は各300円（共通券500円）

ネギマッチョのアヒージョ

「国指定重要文化財の三重塔をはじめ、
貴重な建物や仏像が多数あります」
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積雪がある冬の但馬地域で露地栽培
が可能な作物を探していたところ、県の普及指導

員の方から白ネギを薦められ、平成30年に栽培を
始めました。安定供給のためには仲間が
必要なので知り合いの若手農業者に声を
掛け、翌年、5人で「ネギ人生産組合」をス
タート。付加価値として断面の直径が3㌢
以上のものに絞り、商品名は「TAJIMA
ネギマッチョ」に。太くするため、緑の葉
の部分を大きく育てることを意識しなが
ら栽培しています。ネギマッチョは体内
の免疫をつかさどる物質を含む粘液「ヌ
ル」が豊富で、食べれば免疫力がアップ。

熱を加えるとヌルがとろけて軟らかくなり、かむたび
に水分と一緒に甘味が口の中に広がります。
現在は仲間も１人増え、知恵を出し合って品質の向

上に努める日々です。組合
全体の栽培面積は1.5㌶と
まだまだ小規模ですが、い
ずれは100㌶まで拡大した
いと思っています。
（組合長 鎌田頼一さん）

　ネギ人生産組合
　080（4379）3181（鎌田さん営業窓口）
雷鳳  ネギマッチョ

名付けて「TAJIMAネギマッチョ」

組合メンバー（一番手前が鎌田さん）。

中には断面の直径が4センチのものも。

実物大

4cm

若手農家が届ける太くて甘い白ネギですネギ人
生産組合
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【材料】
「TAJIMAネギマッチョ」1本、
Ⓐ（オリーブオイル100㎖、ニ
ンニク２片、鷹の爪2本、塩小さ
じ2分の１、黒こしょう少々）

【作り方】
❶ネギマッチョを2～３㎝の輪切
　りにし、鍋に並べる。
❷Ⓐを加えて中火にかける。
❸ネギが軟らかくなったら完成。

　県警察本部生活安全企画課
　078（341）7441

特殊詐欺の被害に遭わないため
留守番電話機能を活用しましょう

留守電
ON!

高齢者宅の固定電話に市役所や警察等を
かたって電話をかけ、預貯金やキャッシュ
カードなどをだまし取る特殊詐欺が多発
しています。被害に遭わないために、在
宅中でも留守番電話に設定し、電話
がかかってきても相手や用件が分か
るまで応答しないようにしましょう。
（県警察本部生活安全企画課）

550万人の
インフォ

伝えたい！と
知りたい！をつなぐ

03企P2-079A3
令和4（2022）年

2月号阪神・淡路大震災から27年。震災のことは今でも時々思い出されます。〔中田さん（西宮市）〕 



今月の
表紙 協調性の高い

サルたちによる
真冬の風物詩

新型コロナウイルス感染症に
関する差別・誹謗中傷の
相談窓口を開設

昨年11月、兵庫県、神戸地方法務局、兵庫労働
局、兵庫県弁護士会が「新型コロナウイルス感染
症に関する差別的扱いと誹謗中傷を防止する共
同行動宣言」に署名しました。1月20日㊍から弁護
士による無料電話相談（面談も可）を受け付ける専
用窓口を開設します。感染者や医療従事者、ワク
チン未接種であることなどを理由に不当な扱いを
受けている人は、一人で悩まず相談してください。

新型コロナウイルス感染症の差別に関する人権相談窓口
期間：1月20日㊍～3月31日㊍の木曜15時～17時

　078（891）7877

淡路島
モンキーセンター

洲本市

淡
路

昭和42年に開園した同センターでは、餌付けした野生のサル約
300頭を間近で観察することができます。冬季の気温が低くて曇天かつ風の強い日、
サルたちは寒さをしのぐために身を寄せ合い〝サル団子″と呼ばれる集団を形成しま

す。「他の地域でも数頭でつくることはありますが、数十頭
が一つに固まるのはまれです。寛容で協調性が高いとい
われる〝淡路ザル″ならでは」とセンター長の延原利和さ
んは話します。群れは午前中に山から下り、日中は与えら
れる餌を食べたり毛づくろいをしたりしながら過ごして、夕
方には帰っていきます。気象条件がそろえば、〝サル団子″
が見られるかもしれません。（取材・文 県民だより編集部）

餌を求めて集まるサルたち。

淡路島モンキーセンター
　洲本市畑田組289 　0799（29）0112 　0799（29）0345
　9時30分～17時 　木曜（祝休日の場合は営業）
　中学生以上700円、4歳～小学生350円

ひぼう

令和4（2022）年
2月号 孫たちに安全・安心なものを選びたいので、兵庫県認証食品を参考にします。〔松岡さん（明石市）〕 


